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スラッジ評価法 
 

（2018 年 6 月 28 日追補） 
 
    この追補は，1994 年 10 月 18 日に改訂された“スラッジ評価法”1994 年度版の追補である。 
したがって，今後，JPI-5S-19-94 とは，この追補を含むものとする。 
    なお，この追補は該当箇所のみを示す｡2018 年 6 月 28 日の追補は次の 1 箇所である。 
 

 
追補 1 

1.3.1  照明に LED 照明の使用を可能とする表記を下線部    の通り追加する。 
 

1.3.1 照明 
 評価は色評価用蛍光ランプ又は太陽光線下で行う。 
また、LED 照明器具を使用する場合は、昼白色の色温度 5,000K、演色性 RA97 以上、照度 600 ルクス

以上のもとで行う。なお、調光機能が付いた照明の場合は、上記数値になるように調整・確認した後、評

価を行うこと。 
 
 

追補-2018 の解説 
 
追補 1 について 
現評価法の「1.3.1  照明」は、色評価用蛍光灯の使用を想定したものである。 

蛍光灯照明器具は、既に照明器具メーカーも生産を中止しており、その代替品としては、LED を照明と

した照明器具が主流となっている。現在、使用されている蛍光灯照明器具の経年劣化による器具の不具合

が発生した際には、更新ができなくなってしまう可能性があることから、LED 照明の使用を可能とする

表記を追加する。 
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ス ラ ッ ジ 評 価 法 
 

（2010 年 12 月 10 日追補） 
 
    この追補は，1994 年 10 月 18 日に改訂された“スラッジ評価法”1994 年度版の追補である。 
したがって，今後，JPI-5S-19-94 とは，この追補を含むものとする。 
    なお，この追補は該当箇所のみを示す｡2010 年 12 月 10 日の追補は次の 4 箇所である。 
 
 

追補 1 
1.2｢スラッジとはエンジン内に発生するたい積物で，傾斜させても流れないが布で拭くと取れるものを 

いう｡｣を，｢スラッジとはエンジン内に生成するたい積物で傾斜させても流れないが，布で拭き取れ 
  るものであり，スラッジ除去溶剤（ｎ-ヘプタンまたは相当品）で取り除けるものをいう｡｣に置き換 

   える。 
 
追補 2 
1.3 ｢少数点 1 桁まで示す｡｣を，｢少数点第 1 位に丸める（JIS Z 8401:1999 規則 B による）｡｣に置き換え

る。 
 
追補 3 
1.3.2 備考 1 ｢スラッジはたい積物の中で，傾斜させて残ったもののうち，布で拭き取れるものと定義 
しているので，｣を，｢スラッジはエンジン内に生成するたい積物で傾斜させても流れないが，布で 
拭き取れるものであり，スラッジ除去溶剤（ｎ-ヘプタンまたは相当品）で取り除けるものと定義 
しているので，｣に置き換える。 

        
追補 4 
1.3.2 備考 2 ｢ろ紙又はガーゼ等白色吸収材で軽く拭くと良い｡｣を，｢ろ紙又はガーゼ等白色吸収材を軽

くあてると良い｡｣に置き換える。 
 

追補-2010 の解説 
 
追補 1 については，2008 年度に改訂された，ガソリンエンジンワニス評価法（JPI-5S-25-2008）のスラ

ッジの定義と語句を統一した。 
 
追補 2 については，小数点第 1 位の判定基準を明確化した。 
 
追補 3 については，2008 年度に改訂された，ガソリンエンジンワニス評価法（JPI-5S-25-2008）のスラ

ッジの定義と語句を統一した。 
 
追補 4 については，油膜とスラッジを見分ける方法を明確にした。 
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